
特定施設の設置等の届出 (下水道法第12条の３,４,７,８)

　特定施設 (旅館業を除く) の設置者は、公共下水道を使用する場合、次のような届出が必要です。

届出の種類 届出の内容 届出の期限

特定施設設置届出書
（様式第六　第八条関係） ①

公共下水道を使用して
いるもので、特定施設を
新しく設置しようとすると
き

特定施設設備工事着
手の予定日の60日前

公共下水道を使用して
いるもので、既設の施設
が新たに特定施設に指
定されたとき

特定施設になった日
から30日以内

すでに特定施設を設置し
ている事業場からの汚
水の排除先が公共用水
域から下水道になったと
き

変更工事着手の予定
日の60日前

特定施設の構造等変更
届出書(様式第３） ③

上記による届出の内容
のうち、届出内容の４～
７号についての事項を変
更しようとするとき

変更工事着手の予定
日の60日前

氏名変更等届出書 ④
届出のうち届出内容の
１,２号についての事項に
変更があったとき

変更の内容等
変更した日から30日
以内

特定施設使用廃止届出
書（様式第十一　第一二

条関係）
⑤

特定施設の使用を廃止
したとき

廃止した特定施設
廃止した日から30日
以内

承継届出書 ⑥
上記の届出をした者の
地位を承継した場合

承継の内容等
承継した日から30日
以内

届出を要する場合

①と②は、表紙以外は、様式第３号　法第５条、第６条、第７条に係る
届出用紙を使用する。

1　氏名又は名称及び住
所並びに法人にあって
は、その代表者の氏名

2　工場又は事業所の所
在
地

3  特定施設の種類

4  特定施設の構造

5  特定施設の使用の方
法

6  特定施設から排出さ
れる汚水の処理の方法

7  下水の量及び水質、
用水及び排水の系統

特定施設使用届出書
（様式第六　第八条関係） ②



様式第六（第八条関係）

　　　茂原市長　                    様
　

申請者　　　　住　　　所

電話番号

　　下水道法第１２条の３第１項(下水道法第２５条の３０第１項において準用する同法第１２条

　の３第１項）の規定により、特定施設の設置について、次のとおり届け出ます。

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称 ※ 整 理 番 号

工場又は事業場の所在地 ※ 受 理 年 月 日

特 定 施 設 の 種 類 ※ 施 設 番 号

△ 特 定 施 設 の 構 造 別 紙 の と お り ※ 審 査 結 果

△ 特 定 施 設 の 使 用 方 法 別 紙 の と お り ※ 備　　　　　　考

△ 汚 水 の 処 理 の 方 法 別 紙 の と お り

△ 下 水 の 量 及 び 水 質 別 紙 の と お り

△ 用 水 及 び 排 水 の 系 統 別 紙 の と お り

　 備考　　 　 １  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面・表を

　　　　　　　　利用すること。

　　　　　 　 ２　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　  　３  届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本

　　　　　　　　工業規格Ａ４とすること。

特  定　施　設　設　置  届  出  書

　　　年　　　月　　　日　　　

  氏名又は名称及び法人に　　　   
あつてはその代表者の氏名　　　   



様式第七（第九条関係）

　　　茂原市長　                様

　

申請者　　　　住　　　所
　

電話番号

 　下水道法第１２条の３第２項（下水道法第２５条の３０第１項において準用する同法第１２条の

　　下水道法第１２条の３第１項(下水道法第２５条の１０において準用する同法第１２条の３　 下水道法第１２条の３第２項（下水道法第２５条の３０第１項において準用する同法第１２条の

３第２項）

　　下水道法第１２条の３第１項(下水道法第２５条の１０において準用する同法第１２条の３３第２項）　　　　の規定により、特定施設について、次のとおり届出します。

　　　

※ 整 理 番 号

※ 受 理 年 月 日

※ 施 設 番 号

※ 審 査 結 果

△ 特 定 施 設 の 使 用 方 法 ※ 備　　　　　　考

△ 汚 水 の 処 理 の 方 法

△ 下 水 の 量 及 び 水 質

△ 用 水 及 び 排 水 の 系 統

　 備考　　 　１  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面・表等

　　　　　　　　を利用すること。

　　　　　 　 ２　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　  　 ３  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

特  定　施　設　使　用  届  出  書

　　　年　　　月　　　日　　　

  氏名又は名称及び法人に
あつてはその代表者の氏名

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称

工場又は事業場の所在地

特 定 施 設 の 種 類

△ 特 定 施 設 の 構 造 別 紙 の と お り

別 紙 の と お り

別 紙 の と お り

別 紙 の と お り

別 紙 の と お り



様式第八（第十条関係）

　茂原市長　 　　　　　　　　 　　 様

　

申請者　　　　住　　　所 　

電話番号

　　下水道法第１２条の４(下水道法第２５条の３０第１項において準用する同法第１２条の４）

　の規定により、特定施設の構造等の変更について、次のとおり届け出ます。

※ 整 理 番 号

※ 受 理 年 月 日

※ 施 設 番 号

※ 審 査 結 果

※ 備　　　　　　考

備考　　 　１  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面・表等

　　　　　　　　を利用すること。

　　　　　 　 ２　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　  　 ３  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

特  定　施　設　の　構　造　等　変　更  届  出  書

　　　年　　　月　　　日　　　

  氏名又は名称及び法人に
あつてはその代表者の氏名

工場 又 は事 業 場の 名 称

工場又は事業場の所在地

特 定 施 設 の 種 類

△特定施設の構造（特定
施設の使用の方法、汚水
の処理方法、下水の量及
び水質、用水及び排水の
系統）

別紙のとおり



様式第３号　法第５条、第６条、第７条に係る届出別紙

1　　特定施設の構造

イ　特定施設の形式、構造、主要寸法及び能力

名称 型     式 構     造 主  要  寸  法 能     力 備     考

ロ　特定施設に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに使用開始の予定年月日

工事着手予定年月日 年   　月   　日

工事完成予定年月日 年     月     日

使用開始 予定年月日 年     月     日



２　　特定施設の使用の方法

イ　特定施設の使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要

名     称 使 用 時 間 間 隔 １日当たりの使用時間 季節的変動の概要 備     考

ロ　特定施設を含む作業工程において使用する原材料（消耗資材を含む）の種類、使用方法及び１日当たりの使用量

名     称 使用原材料の種類 使用方法 １日当たりの使用量 備     考



通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

ハ　　特定施設の使用時において、当該施設から排出される汚水等の汚染状態及び量

※単位：ｐＨ〔無単位〕　ダイオキシン類〔10pg/l〕　その他の項目〔mg／l〕
汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

Ｎ-ヘキサン抽出物質
鉱油類 動植物油脂

合計

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

水質・
水量

水量（㎥/日）

ｐＨ
ＢＯＤ ＳＳ

アンモニア性窒素、
亜硝酸性窒素、硝酸

性窒素 カドミウム シアン 有機燐 鉛 六価クロム 砒素特定
施設名

総水銀 ｱﾙｷﾙ水銀 ＰＣＢ トリクロロエチレン

テトラクロロ
エチレン

ジクロロメタ
ン

四塩化炭
素

1,2-ジクロロ
エタン

1,1-ジクロロ
エチレン

シス-1、2-
ジクロロエチ
レン

1,1,1-トリク
ロロエタン

1,1,2-トリク
ロロエタン

1,3-ジクロロ
プロペン チウラム

シマジン
チオベンカ
ルブ ベンゼン セレン ホウ素 フッ素

1,4-ジオキ
サン フェノール類 銅 亜鉛 溶解性鉄

溶解性
マンガン 総クロム

ダイオキシ
ン類



３　　汚水等の処理の方法

イ　　汚水等の処理施設に係る工事の着手及び完成の予定年月日並びに使用開始の予定年月日

工事着手予定年月日 年     月     日

工事完成予定年月日 年     月     日

使用開始予定年月日 年     月     日

ロ　　汚水等の処理施設の種類・型式・構造・主要寸法及び汚水等の処理の方式

処理施設の種類 型　　　　式 構　　　　造 主要寸法 能力（㎥／日） 処理の方法 備　　　　考



ハ　　汚水等の処理施設の使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要

処理施設の名称 使用時間間隔 １日当たりの使用時間 季節的変動の概要 備　　　　　考

ニ　　汚水等の処理施設において使用する消耗資材の１日当たりの用途別使用量

処理施設の名称 消耗資材名 用　　　　　途 １日当たりの使用量 備　　　　　考



（1） 処理前

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

ホ　　汚水等の処理施設による処理前及び処理後の汚染状態及び量

※単位：ｐＨ〔無単位〕　ダイオキシン類〔10pg/l〕　その他の項目〔mg／l〕
汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

Ｎ-ヘキサン抽出物質
鉱油類 動植物油脂

合計

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

水質・
水量

水量（㎥/日）

ｐＨ
ＢＯＤ ＳＳ

アンモニア性窒素、
亜硝酸性窒素、硝酸

性窒素 カドミウム シアン 有機燐 鉛 六価クロム 砒素特定
施設名

総水銀 ｱﾙｷﾙ水銀 ＰＣＢ トリクロロエチレン

テトラクロロ
エチレン

ジクロロメタ
ン

四塩化炭
素

1,2-ジクロロ
エタン

1,1-ジクロロ
エチレン

シス-1、2-
ジクロロエチ
レン

1,1,1-トリク
ロロエタン

1,1,2-トリク
ロロエタン

1,3-ジクロロ
プロペン チウラム

シマジン
チオベンカ
ルブ ベンゼン セレン ホウ素 フッ素

1,4-ジオキ
サン フェノール類 銅 亜鉛 溶解性鉄

溶解性
マンガン 総クロム

ダイオキシ
ン類



（2） 処理後

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

※単位：ｐＨ〔無単位〕　ダイオキシン類〔10pg/l〕　その他の項目〔mg／l〕
汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

Ｎ-ヘキサン抽出物質
鉱油類 動植物油脂

合計

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

水質・
水量

水量（㎥/日）

ｐＨ
ＢＯＤ ＳＳ

アンモニア性窒素、
亜硝酸性窒素、硝酸

性窒素 カドミウム シアン 有機燐 鉛 六価クロム 砒素特定
施設名

総水銀 ｱﾙｷﾙ水銀 ＰＣＢ トリクロロエチレン

テトラクロロ
エチレン

ジクロロメタ
ン

四塩化炭
素

1,2-ジクロロ
エタン

1,1-ジクロロ
エチレン

シス-1、2-
ジクロロエチ
レン

1,1,1-トリク
ロロエタン

1,1,2-トリク
ロロエタン

1,3-ジクロロ
プロペン チウラム

シマジン
チオベンカ
ルブ ベンゼン セレン ホウ素 フッ素

1,4-ジオキ
サン フェノール類 銅 亜鉛 溶解性鉄

溶解性
マンガン 総クロム

ダイオキシ
ン類



ヘ　　汚水等の処理によって生ずる残さの種類及び１月間の種類別生成量並びに処理の方法の概要

残　さ　の　種　類 生　成　量（ｔ／月） 処　理　の　方　法　の　概　要 備　　　　考

ト　　排出水の公共用水域への排出の方法

排出の方法

排水口数

排出先（主たる公共用水域に至るまでの経路及びその水域名）



４　　排出水の汚染状態及び量
イ　　特定事業場の排出口における排出水の汚染状態および量

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大

※単位：ｐＨ〔無単位〕　ダイオキシン類〔10pg/l〕　その他の項目〔mg／l〕
汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

Ｎ-ヘキサン抽出物質
鉱油類 動植物油脂

合計

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

汚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態         

水質・
水量

水量（㎥/日）

ｐＨ
ＢＯＤ ＳＳ

アンモニア性窒素、
亜硝酸性窒素、硝酸

性窒素 カドミウム シアン 有機燐 鉛 六価クロム 砒素特定
施設名

総水銀 ｱﾙｷﾙ水銀 ＰＣＢ トリクロロエチレン

テトラクロロ
エチレン

ジクロロメタ
ン

四塩化炭
素

1,2-ジクロロ
エタン

1,1-ジクロロ
エチレン

シス-1、2-
ジクロロエチ
レン

1,1,1-トリク
ロロエタン

1,1,2-トリク
ロロエタン

1,3-ジクロロ
プロペン チウラム

シマジン
チオベンカ
ルブ ベンゼン セレン ホウ素 フッ素

1,4-ジオキ
サン フェノール類 銅 亜鉛 溶解性鉄

溶解性
マンガン 総クロム

ダイオキシ
ン類



５　　排出水の排水系統別の汚染状態及び量

　イ　　特定排出水の化学的酸素要求量（ＣＯＤ）に関する汚染状態及び量

通常 最大 最大 通常 Ｃｏ Ｑｏ Ｑｉ Ｃｊ Ｑｊ

合　　　計

　ロ　　特定排出水以外の排出水の化学的酸素要求量（ＣＯＤ）に関する汚染状態及び量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※この頁は、東京湾総量規則の地域内にある事業場のみ記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※※この欄は排水量５０㎥／日以上の事業場のみ記入すること。

ＣＯＤ濃度（mg／ｌ） 水量（㎥／日） ＣＯＤ負荷量（kg／日） ※※総量規制基準

通常 最大 Ｃｉ Ｌ

ＣＯＤ濃度（mg／ｌ） 水量（㎥／日） ＣＯＤ負荷量（kg／日）

通常 最大 通常 最大 通常 最大

合　　　計

業種その他の区
分番号

関連する特定
施設番号 最終排水口名 備     考

種類・用途 水源の種類 最終排水口名 備     考



６　　用水及び排水の系統

イ　　用途別用水使用量

用途

水源

上　水　道

工業用水道

地　下　水

回　収　水

そ　の　他

合　　　計

７　　その他特定施設の構造・使用方法、汚水等の処理方法、排出水の汚染状態及び量等に
　　 ついて参考となるべき事項

原料用水
　製品処理
　洗　　　浄

ボイラー用水 冷却用水 生活系用水 その他 合計用水



８　　その他の参考事項

資本金 従業員数

創業年月 操業時間

敷地・建築面積 電話番号

担当部課名 担当者職氏名

〔添付書類〕

１　事業所平面図
（特定施設、汚水等の処理施設、用・排水経路及び排水口の位置を明記したもの。）

２　特定施設を含む操業の系統図

３　汚水等の処理の系統図

４　事業場の位置及び排出水が主たる公共用水域へ至るまでの経路を明記した地図

５　用水及び排水の系統図

６　その他参考図書（特定施設の構造図、汚水等の処理施設の構造図・設計計算書等） 　

産業分類番号及び名称（小分類） 　　番号　　　　　　　　　名称　　

主　　要　　生　　産　　品　　目

（用途別用水使用量及び排水量を明記したもの。また、東京湾総量規制地域内の事業場にあっては、
業種その他の区分ごとの系統を明記したもの。）



様式第十（第十二条関係）

　　　茂原市長　 　　　　　　　　様
　

　

電話番号

　　　　氏名（名称、住所、所在地）に変更があったので、下水道法第１２条の７(下水道法第２５

　　　条の30第1項において準用する同法第１２条の７)の規定により、次のとおり届け出ます。

変 更 前 ※ 整 理 番 号

変 更 後 ※ 受 理 年 月 日 　　年　　　月　　　日

※ 施 設 番 号

※　備　　　　　考

　 備考　　　１　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　　２　用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

参考

氏  名  変  更  等  届  出  書

　　　年　　　月　　　日　　　

申請者　　　　住　所

  氏名又は名称及び法人に
あつてはその代表者の氏名

変 更 年 月 日 年 月 日

変 更 の 理 由

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称

工 場 又 は 事 業 場 の 所 在 地

変更内容



　

届出者　 住所 　

氏名
電話番号

※ 整 理 番 号

※ 受 理 年 月 日

※ 施 設 番 号

※ 審 査 結 果

使 用 廃 止 の 年 月 日 ※ 備　　　　　　考

使 用 廃 止 の 理 由

備考　　 　１  △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面・表等

　　　　　　　　を利用すること。

　　　　　 　 ２　※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　  　 ３  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

様式第十一（第十二条関係）

特定施設使用廃止届出書

　　　年　　　月　　　日　　　

　茂原市長　 　　　　　　　 　　　 様

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称

工場又は事業場の所在地

特 定 施 設 の 種 類

特 定 施 設 の 設 置 場 所

年 月 日

　特定施設の使用を廃止したので、下水道法第１２条の７(下水道法第２５条の３０
第１項において準用する同法第１２条の７）の規定により、次のとおり届け出ます。



様式第十二（第十三条関係）

　　　茂原市長　 　　　　　　  様
　

申請者　　　　住　　　所
　

電話番号

　　特定施設に係る届出者の地位を承継したので、下水道法第１２条の８第３項（下水道第２５条

　の３０第１項において準用する同法第１２条の８第３項）の規定により、次のとおり届け出ます。

※ 整 理 番 号

※受理年月日

※ 施 設 番 号

※  備　　　　考

氏名又は名称

住　　　　所

使用廃止の理由

　 備考　　 　１  ※印の欄には、記載しないこと。

　　　　　  　２  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。

承　継  届  出  書

　　　年　　　月　　　日　　　

  氏名又は名称及び法人に
あつてはその代表者の氏名

工 場 又 は 事 業 場 の 名 称

工 場 又 は 事 業 場 の 所 在 地

特 定 施 設 の 種 類

特 定 施 設 の 設 置 場 所

継承の年月日

被　承　継　者


